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新型コロナウイルスの脅威はまだまだ続いていますが、

それでもワクチンの接種、これまでの３年の経験蓄積等

により、対策や実施要件を検討しつつ、学校を少しずつ

かつての日常の姿へと駒を戻していく努力を続けて参り

ました。

式典での来賓の制限、運動会の種目制限、授業参観の地区別実施など、すべて元通

りに、とはいかないまでも、行事の入場制限緩和、修学旅行をはじめとする校外学習

の完全実施など、少しずつ前進できているかな、というのが実感です。

一方で、その間にも英語教育の拡充、タブレットの配布・利用によるＩＣＴ教育の

促進、読書教育の推進など、教育への要望は高まり続けています。

社会では、教師の多忙化が問題視され、残業代のつかない勤務形態、ガクンと下が

った教員採用試験の倍率など学校の苦しさにも目が向けられるようになってきている

ようです。

そんな中ですが、我が富津小の教師陣は、今年もＡＢＣＤ（当たり前のことを 馬

鹿にせず ちゃんとに できる子の育成）を目指して頑張っていく所存です。

今年もぜひよろしくお願いします。

２学期終業式 校長の話（要約）

２学期始めにお願いしたあいさつの励行はよく達成されており、うれしく感じま

した。

日本には古来より「八百万の神」といい、すべての場所、物に神が宿っていると

する考え方があります。サッカーワールドカップの選手・サポーターが世界に向け

て発信してくれたように、自分がお世話になった場所に感謝とリスペクトの気持ち

を込めて、礼や清掃ができる人になってほしいと思っています。

家庭の大掃除や３学期から開始予定の全員清掃も張り切って参加し、さわやかで

誇らしい令和５年を迎えていきましょう。

３学期始業式 校長の話（要約）

あけましておめでとうございます。

令和5年、２０２３年を迎えるにあたり、難しいものでなくていいので、なるべ

く具体化した「抱負」、つまり、頑張りたいこと、チャレンジしたいことを学校・

家庭に対して一つずつ持ってほしいです。

みなさんには、「夢」はありますか？校長先生が「学校の先生になりたい」と考

えたのは小学校４年生の時でした。まだはっきりとは決まらなくてもいい。けれど、

自分が将来どのような人間になり、どのように生活していきたいのかを少しずつ考

えて行動していける３学期、令和５年にしていってもらえればと思います。



１の１ 2の1 ３の1 ４の1 ５の1 ６の1 いきわく

授業 女 子 女 子 女 子 女 子 女 子 女 子 該当なし

自主学習 女 子 女 子 女 子 女 子 男 子 女 子 該当なし

＊太字は校長賞受賞者です。

去る１２月１２日(月)、被災地と富津市の小学校

をオンラインでつなぎ、直接東日本大震災の被害に

あわれた方から、経験に基づく避難の方法や震災後の生活をうかがい、震災への備え

を学ぶ「震災学習プログラム」に５・６年生が参加しました。実際に震災で５歳の娘

さんを亡くされたお母さんのお話は、胸に迫るものがありました。震災を生き抜くた

めには、運と同時に日ごろからの知識、備えが重要になってくることを改めて考えさ

せられた90分間でした。

海に近い富津地区のこと、大事な自分と大切な誰かを守るためにも、避難を躊躇せ

ず、実行できるように心がけていきましょう。

今年も講師に西林明美先生を迎え、４・５年生に各6時間の筝練習を行いました。

古来の伝統芸能である筝の調べは、独自の日本らしさとなぜか懐かしさを感じさせて

くれるものです。触れるだけで心落ち着く澄んだ音色が奏でられるため、子どもたち

も実に楽しそうでした。わずかな練習時間の中でしたが、「さくらさくら」「翼をくだ

さい」「木星（ジュピター）」など、全体合奏にも挑戦することができ、お正月明けの

学校に優雅な調べが響きわたりました。

２月の予定
１日(水) おはなし広場３・４年 １６日(木) さくら号 ＳＣ来校

２日(木) おはなし広場１・２年 ２１日(火) 学力検査① 14:45下校

３日(金) おはなし広場５・６年 ２２日(水) 学力検査② 14:45下校

ＰＴＡ総務部会・理事会 ２３日(木) 天皇誕生日

６日(月) 海苔つくり体験４年 ２８日(火) 特別支援学級

９日(木) さくら号 ＳＣ来校 「卒業を祝い励ます会」

１１日（土） 建国記念の日


